
 

 

 

 

 

 

 

 

 『NPO 法人 Child Care Support ふじ』では、放課後児童 

支援員の皆様が『育ちのエキスパート』として活躍するための 

のコアカリキュラムを計画いたしました。 

コアカリキュラムでは、放課後児童クラブ運営指針から作成しています。 

 

環境設定 ・ 集団支援 ・ 子ども理解 ・ 個別支援 ・ 支える土台  

 

この 5 つを柱に 3 年を 1 クールとして交流研修を進めていきます。 

まずは、今年度の日程をお知らせいたします。   

 
科目番号 科目 テーマ 日程 場所 講師 

課目外 安全管理 応急手当 
2026 年 

6 月 23 日(火) 
広見まちづくりセンター 

集会室 

望月優子 

永山春美 

1-1 環境設定 児童クラブの生活づくり 
2026 年 

7 月 6 日(月) 

まちづくりセンター 

未 定 
後藤隆章 

2-1 集団支援 集団生活と主体性 
2026 年 

10 月 9 日(金) 

まちづくりセンター 

未 定 
後藤隆章 

3-1 子ども理解 支援員としての役割 
2026 年 
11月 13日(金) 

まちづくりセンター 

未 定 
芹澤芳子 

科目外 子ども理解 気になる子の対応 
2027 年 

1 月 14 日(木) 

まちづくりセンター 

未 定 
中村毎途 

科目外 
新人研修 児童クラブ職員の仕事 

2027 年 

3月 12日（金) 

まちづくりセンター 

未 定 
永山春美 

芹澤芳子 

 

 会場は、その都度チラシに記載をしていきますので、ご確認ください。 

 

   参加費 ： 1科目 500 円 
    当日集金させていただきます。 

          

※Zoom 配信も行います。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

✾放課後児童支援のための資質向上研修✾ 

《申込フォーム》 

《お問い合わせ》 

メール:sheep.shicare2025@gmail.com 

連絡先:090-6746-4531 (永山) 

      SHEEP 講師 
後藤隆章  (横浜国立大学) 

赤塚めぐみ(常葉大学) 

和田精吾 (元富士市小学校校長) 

中村毎途 (リハビリテーション大学校) 

芹澤芳子 (静岡県放課後児童支援員認定研修講師) 

永山春美 (静岡県放課後児童支援員認定研修講師) 

そ 

無料 

9:30～11:30 



 

 

 SHEEP コアカリキュラム 
 

科目番号 科目 テーマ 研修目的 年月 

1-1 

環境設定 

児童クラブの生活づくり 

子どもが安心して過ごせるよう安

全面を配慮した環境を整えること

ができる  
《運営指針第３章育成支援》 

2026.7 

1-2 保護者への支援 
保護者が安心して子育てや仕事等

を両立できるように支援する 
  《運営指針第３章育成支援》 

2027.7 

1-3 他職種機関との共有 
子どもに関する情報について他職

種と共有することができる 
2027.10 

1-4 子どもの生活とあそび 

子どもが自発的な遊びをつくり出

すことができるような環境設定が

できる 

2028.7 

2-1 

集団支援 

集団生活と主体性 

子どもが集団生活の中で主体的に

行動できるように自ら考え、協力

するための支援を提案できる 

2026.10 

2-2 集団生活と自己表現 

子どもが自分の気持ちや意見を表

現することができるように援助す

ることができる 

2027.10 

3-1 

子ども理解 

支援員としての役割 

放課後児童支援員の役割を理解

し、児童クラブにおける子どもの

遊び、生活の行動見本を示すこと

ができる 

2026.11 

3-2 子どもへのまなざし 
子どもの心身の状態を把握するこ

とができる 
2027.11 

4-1 個別支援 子どもの発達段階 
子どもの発達段階に応じて、基本

的な生活習慣を促すことができる 
2028.2 

5-1 

支える土台 

子どもの権利と法令遵守 
児童クラブの活動計画の中に倫理

的観点を含むことができる 
2027.2 

5-2 地域社会との連携 
児童クラブと地域社会が交流や連

携を進めることが出来る 
2028.11 

科目外 新人研修 児童クラブ職員の仕事 

児童クラブ職員の仕事内容、育成

支援の心得など、放課後児童クラ

ブの職員としての基本を習得する 

毎年 3月 

科目外 安全管理 応急手当 

いざという時にどのような対応を

するべきなのか、どのような対応

が適切なのかを身につける 

毎年 

科目外 子ども理解 気になる子の対応 

気になる子の対応や関わり方につ

いて作業療法士の視点から学び実

践に生かしていく 

毎年 

 


